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暑い夏に少々閉 ロし.秋 の

早い到来を望みながらの夕涼

み｡

ごく最近.環 境問題を身近

に感じた事が三度続いた｡

① 半導体 先端 技術としての

洗 浄 に｡超 音 波(Meg翫

sORic)､水 の科学(オゾンの動向の観察を含む)のより

一層の分析/研 究成果から.時 代の要求するより高度

で.より経済的で､よ り環境にやさしいWaferの 洗浄

が可能になると言う｡

②或るお0の 国内委員会(技衛)でオゾンを使用した殺

菌法が.Valida重 沁n等.規 制の厳しい製薬の分野で

検 討されていることを聞いた｡このことは上述の半導体

の講演会の中でも殺菌作用(粒 子としての汚染の最小

化)が触れられており､可能性が有りそうである｡

③先 日の新聞で､グ リーン税制(自動車)が政府で検討

されており､成立すると1～L万 円の税金の差が出ると

のこと｡また将 来の可能性として太陽エネルギーの利

用等､まだまだ 自然界に属した解決策が有るとのことで

ある｡

私にとっての環境問題は.嘗 ての大企業の個別の問

題から社会の問題と言われても､"未 だ遠い､す ぐに解

決法の無い問題"と しての空気､水 道.オ ゾンホール.

工場跡地汚染､塵 芥処理場汚染等の問題であったが､

ここに来て事の重大さを体で感じさせられた気がする｡

当工業会ではa清 澄化技術と1SO-14◎ ◎Q講 演会

の実施､ま た今年2月 の":LCAシ ンポジウム9の開催及

び技循委 員会の中での分科 会としての位置付 け等､

早い対応を行っていることは､工 業会指導部の方々の

"先見の明"の 証であると思う
｡また.これは前述とは別

の1SO国 内委員会(技術)での話ですが､｢今 後全ての

爲0に は46境 に対する考慮'ど 危機管理に対する考

慮"が 含まれるよう要講が出され.す でに発効されてい

る鱈0基 準も見直される｣とのことを聞いた｡真 意の程

は確 認していないが.可 能性の高い話ではないかと思

う｡同時に.環 境問題を鯛入の係わる問題､企 業として

係わる問題 として､改めて考えて行く必要を感じる｡

今 日の§種 々の科学知識を徹底的に使いこなし.経

済性を優先してきた社会"をすぐに変えるのは難しいこ

とかもしれないが､個 人.企 業.業 界が､異 業種相互

交流等による解 決提案を盛んにし.出来れば自然界に

存在する物質の形で解決出来ると素晴しいと思う.こ

の意味からも､当 工業会の参加企業の多様性は､力 を

発揮できる可能性を大きく持っていると感じる｡

日本経済にGloba地atio資 の波は種々な形でやって

きており､日 本としても門を閉ざすことでは無く."共

生争'出来る形の模索を含めて､前 向きな取り組みが求

められていると感じる｡今 後の規格化･標 準化に関する

活 動においても､この考え方は生き筋のあるものと思う｡

加えで6LCA/LCP"に おけるLeaders願pも 取れる考え

方を進めていく等､益 々環境問題に対する理解の必要

性を痛感しながら･･… 夏の夕べを虫の鳴き声と共に

楽 しんでいる｡



去 る6/1'～18の 日程 で3年 に1回 開催 される国 際膜 学 会

｢互COM99｣が カナダ(ト ロント)にて開 催され､松 本 教授､朝

枝 氏 〈㈲ エニ ーエンジニアリング〉､頼 富 氏 く朝 日工 機 ㈱ 〉､

私 くキッコーマン㈱ 古川 〉のL名 が参 加 した｡参 加 に先 立ち､

アメリカの膜 メーカーを訪 問したが､こ の訪 問記は後 ほど頼 富

氏に報 告していただく｡

さて､｢互COM99jへ の 参 加は前述 した事情 により､6/Plの

昼 頃となった｡当 日 早朝フィラデ ルフィアを出発｡オ ンタリオ

湖 の辺､ト ロント着 は10時 過 ぎ となる｡こ の 日か らPoster

Sass◎nの 掲示 が 開始されたが.West蜘HarbourCas縫e

Hαel会 場 の参加 受付 は大勢 の出席 者で溢れていた｡6/13

のPM7:ac～1⑪:0◎ のPaste.Sessio鷺 とReceptionは 主 催

者 の連 絡なしで 進められたためか.ポ スター掲示 板は空 欄が

目立った｡こ の状 況は掲 示 最終 日の17日 まで続 き､Noユ ～

No｡25⑪ のうち約8⑪%が 埋った程 度 であった｡f/eg夜､日 本

からず っと一 緒に行 動 した朝枝 氏､頼 富 氏2名 と別れ ることに

なる｡最 後 の晩 餐を船 上のCaptainJohnRestaurantに て

思 い出話を肴に痛 飲｡こ の時 期のトロントは朝5:00～ 夜&30

まで 明るい｡

1/Lは｢ICOM99｣の 開 会 日｡朝8=O◎ か らOpen簸g

Ceremonyが 始 まる｡Chairma雛4人 のうち前 回横 浜大 会を

主催 した 東大 の中 尾教 授 も挨 拶 す る｡記 念 講演 は､U｡Sみ.

Baxter社 のDr.MoOk至eSternberg氏 が､"Membra鶴e

UilizationitMedicsDev量ces"と 題 する講 演で.挿 絵･

写 真･図 を使 い､実 に分 かり易く説 明し800人 を超 す 聴 衆を

魅 了した｡医 療用 の膜で 最 も需 要 のある透 析膜 は､年 間10

億ft2造 られ.6～P,00◎ 万 台の装置が世界 中で使 用されている｡

B100dOxygenatiOn,PlasmaPheresis,Diag盒ostics,

Leuk:ofiltratiOI,IVfiltration,Hemodialysisな どの実用

例が紹 介された｡6/16午 後 から､い よいよOralSpeechが 始

まる｡日 本人が40人 程度参加していたが､新 規分野の研究

発表が数多あった｡東 大のC氏 は､G滋ememblaneの

発表で多くの聴衆を得たようだ｡ガ ス分離膜.NF無 機膜､セ

ラミック膜等の研 究報 告が 目についた｡f/17午 後は観光で

ナイヤガラの滝やメジャーリーグの野球観戦などがo/18午

後には工場､研 究所見学が企画された｡松 本教授と私は次

の目的地Minneapolis由 で19日 帰国の途にっいた｡

U.S.A,､Canadaの 数都市を駆け足で通り抜けたが､国

力というかUS1⑪ ⑪$に対しCD140$が 等価でありながら､お

土産などはトロントとミネアポリスでは同じ$表 示.つ まりL◎%

もCa照daが 安価なことに驚嘆する｡又U.SAの どの都市で

も,そ の好景気ぶりが散見された｡Ca照d寂 は不思議な国､

奥の深い多民族国家の印象を受けた｡ヨーロヅパ､北 米の人

々は英語を共通語にfra鑑 に情報交換している様子が分かっ

た｡我 々が東京を中心に､北 海道､九 州へ出張する気分で

欧州.北 米を動き回っている様子が今回の｢亙COM99｣の 参

加で感じられた｡ア ジア各国での情報交換が､LFP1主 導で

推進される日が､21世 紀 初頭に到来してくれることを望みな

がら.会 員相互による益々の研 鑛の重要性を感じた次第であ

ります｡〈 キッコーマン㈱ 古川 俊夫〉

我々4人(前 記)は｢亙COM99｣参 加に先立ち､米 国に本拠

地を置く有機膜メーカーのFrl-AF互 社(カリフォルニア州サン

ディエゴ)及 び最近世界的に話題になっている金属無機膜

(ス テ ンレ スチ タ ン 膜)の メー カ ー のGR.AVER

TECHNOLOGIES社(デ ラウェアー州グラスゴウ)を訪問し

た｡両 社共に､日 本市場に対するマーケット獲得の意欲は強

く.日 本のユーザーからの要望には積極的に対応しようとす

る姿勢が感じられ､工 場見学に際しても写真撮影以外は全

てに関して開放的であった｡1-1は､KOCH社 のメン

ブランを意識した設計をし､製 品を安価に提供できるように､

膜原料の製造元が多いサンディエゴに拠点を置いて生産の

効率化を図るなど.あ らゆる面で製造コスト削減に対する工

夫が見られた｡膜 の種類も多く､各R(､NF.UF､MF膜

を扱っている｡今 後の日本市場への参入により､価格的に魅

力ある製品の供給が可能になりそうである｡

GRAVERTECHNOLOGIES社 は.デ ュポン社が開発し

たステンレスパウダーをチューブ状に圧縮成形した後､1200

℃の炉で焼結し､そ の後チタン(チタニア)パウダーをチュー



ブ内面に均一に液層 中でコーティングし.最 後に再び焼結

(800℃)す ることによってMF膜 構造の金属膜を製造している｡

この膜は従来考えられていた膜利用のテクニックの概念にこ

だわらない斬新でダイナミックな使用ができ.世 界的に注目

されている､特 に高粘度で,高 濃縮がし難い原料や､汚 染の

影響が強く膜分離に適さないような原料も簡単に扱えること

にメリットを打ち出している｡金 額的にも一般的な無機膜と変

わらず.使 用制阪を受けにくいことを考えれば,コ ストパフォー

マンスは高く.将 来性のある新しい膜と言えよう｡このほか

GRAVER社 は食品､医 療品業界向けの粉塵害がなく低圧損

で操作でき､低 操作コスト､高 吸着効率を可能にした､日 本

市場にはまだ出回っていない興味深い吸着剤の製造もしてお

り､今後 日本市場への参入が期待される｡

〈朝 日工機㈱ 頼富 雄三郎>

6月19Fは ミネアポPス 空港から車で44分 の所にある

Filt縦i()IE農g撫eer翌 脆g社を古川氏､食 総研の中嶋氏と3

人で訪問した.同 社は主に乳業関係の膜処理プラント製造の

専業メーカーである｡規 模こそ小さいが､同 社プラントの多く

は海外に輸出されており､アメリカ政府から輸出貢献企業とし

て表彰されている｡

同社を見て気付いたことは,組 立現場に試運転をする設

備がないことであった｡担 当者に尋ねると､同 社では試 運

転は現 場でのみ行うとのことであった｡こ のことは同社の装

置(膜 及び配管系)に おける多くの実績に基づく信頼とユー

ザーの要求に応じた製品がある程度規格化されているためで

ある｡一 方､日 本ではユーザーの注文に細かく対応するため

に､図 面変更や製作ミスがよく発生し､組 立工場での試運転

が必要となる｡このようなアメリカ流合理性は日本も少しは見

習う必要があると感じた次第である｡〈横浜国大 松本 幹治〉

国際交流委員会の第1回 会議は,5月 勲6日に実施.正･副

委 員長の決定と同委 員会の活動基本方針について意見の

交換を行い､以 下の基本方針に基づいて活動していく事を確

認致しました｡

①液体清澄化技術の国際交流に関する事業の企醐.立 案

及び実施

②液体清澄化技術工業会の海外への広報活動の企画､立 案

及び実施

③海外への調査団派遣の企画､立 案及び実施

④その他国際交流活勤に必要な業務

具体的には先ず.来 年c月 実施を副 票とする｢第盆晦醒アヘ

マ(AC鷺EMA･200① 視察と欧州の液体清澄化技術勤向調

査｣の 企 画を進めております､ア ヘマにつき豪してはLF賢

NewsL磯erA鷲 臆m盤 欝解No.!号ACH鷺MAト ピック

ス(富士フィルター工業㈱･卜 部兼好氏)をご参照いただけれ

ば大変参考になるかと思いま:すが.世 界最大規模の科学機

器.装 置関連の展示会です､又.こ れ以外には.オ ス難市の

下水道処理(デ グレモン社･設 計〉の見学､ア ルファ･ラバル社

の工場見学.MCOM鷺D社(医 薬晶製造)の見学､ミ リポァ

SA.モ ルシャム工場の見学.等 々を予定しており.少しでも内

容のある視察調査にしたいと考えております｡

次に本委員会といたしましては.市 場の拡大が今後とも大

いに見込める中国や東南アジアへの関係を築いて行きたいと

考えており.今後順次その作業に取り組んで参ります｡本 委

員会のメンバーは.下 記(敬 称略)のとおりで当面6ヶ 月に1回

(年§回)の定期 開催により.効率的な活動を展開して行きた

いと思い蜜す.本 委員会に対する要望やコメントがござい潔し

たら是非とも事務局までご連絡いただければ幸いです.

〈常磐㈱ 藤原 良男〉

担当理事 川 島 利 夫 メ ル テ ッ ク ス ㈱

委 員 長 藤 原 良 男 常 磐 ㈱

副委員長 青 木 裕 ア ル フ ァ ラバ ル ㈱

委 員 頼 窟 雄 三 郎 朝 日 工 機 ㈱

委 員 澤 田 繁 樹 栗 田 工 業 ㈱

委 員 佐 藤 謙 治 第 一 製 薬 ㈱

委 員 上 村 願 一･東 レ ㈱



社団法 人日本下水道協会の主催による｢下 水道a9'東

京｣が､7月2'日 ～30日 までの4日 間､東 京ビッグサイトにて

開催された｡今 年は380の メーカー及び団体が展示に参加し

ていた｡展 示内容は､下 水道に関する機械･電 気,設 計･測

量,土 木･建 築等の幅広い分野での最新の技術･機 器などの

紹介である｡

数多くの分野のブースが開設されており､全てのブースをじ

っくり見学することはできなかったが､そ の中で特に目立った

ものを紹介する｡清 澄ろ過に関するものでは.精 密ろ過膜を

利用する膜分離活性汚泥法や繊維ろ材を用いた砂ろ過に代

わる高速ろ過機などが紹介されていた｡ま た,ろ 過脱水機関

連機器では､ス クリュープレス脱水機､遠 心脱水機.し 済脱

水機およびスクリーンを展示しているところが多かった｡最 近

の脱水機の傾向は.含 水率が低く､メンテナンス性が容易で

あるなどの開発コンセプトをもとに設計されている｡そ のため

構造がシンプルであるなどメンテナンス性が配慮されており､

それに伴う維持管理費の低減や.廃 棄物の減容化など環境

に対する意識がうかがえた｡このことは脱水機メーカーだけで

なく､他 に出展していた土木･建 築､管 路器材､維 持管理な

どの分野でも同様の傾向がみられた｡展 示方法も実際の器

材や可動式の模型を持ち込み作動させたり､コンパニオンに

よる技術説明を行うものも多く､カタログ上や映像上ではいま

ひとつ分かりにくい機構を持つものでも､そ れらにより分かりや

すいものとなっていた｡

展示以外にも､同 時開催で下水道研究発表会や研修会

などがあり､又､年 少者にも分かりやすく下水道について説明

するイベントも開催されていた｡期 間も7月 末ということもあり.

学生や普段下水道にはなじみのない様な親子連れで見学に

くる人など.さまざまな参加者が見うけられにぎやかな下水道

展であった｡〈 ㈱石垣 堀江 研吾〉

日本産業機械工業会､土 壌環境センダー.日 本工業新聞

社の主催で､関 係省.庁 の後援により｢霧99地 球環境保護/

土壌･地 下水浄化技術展が平成11年s月8日 ～9月10日 の

3日 間.東 京ビッグサイトで開催された｡展 示は土壌環境セン

ターはじめ@e社､団 体等であったが.時 代の要請の高まりを

反映して大勢の見学者が訪れ､熱 心にブースに立ち寄り会

話を交わす姿が見られた｡

出展 内容は.汚 染の調査.解 析ソフト､アセスメント､工事

計画立案､汚 染土壌･地 下水浄化技術､監 視技術等問題の

入 ロから出口にわたり､各 社が様々な技術､姿 勢をもって取り

組んでいることが見受けられた｡ま た､中 にはこれらの汚染修

復の仕事を､一一括して引き受けるといった姿勢の会社もあっ

た｡取 り組んでいる会社は､ゼ ネコン,コンサルタント､化 学､

分析､水 処理､メ ンテナンス.機 械装置メーカー､外 国よりの

参入企業等､非 常に多岐にわたる業種の企業が関与してき

ていることが印象づけられた｡

技術としては､ま ず汚染を効率 良く調整し､現 状を把握し､

適切な捜術を用いて修復計画を立案することがまず非常に

大切な業務となる｡この分野では手法､技 術ともに先行する

外国メーカーとの提携や､外 国メーカーの日本市場への参入

がみられた｡近 年話題となっている.有 機塩素化合物､油 分,

重金属､PCB､ダ イオキシン等により汚染された土壌に対し､

溶融処理,加 熱処理､封 止剤処理､生 物処理､化 学処理等

様々な技術が提示されていた｡地 下水に対しても､光 化学処

理をはじめ多種の処理技術が提案されていた｡

今まで環境の問題は.大 気系.水 系等に関して長く論じら

れてきた｡し かしこれからは.地 下水,土 壌等が,同 じような

重要さをもって考えられる時代が来ていることを思わずにはお

られない展示会であった｡〈 神鋼パンテツク㈱ 牛越 健一〉



去る､8月27日 に開催された｢液 体清澄化技術基礎講座

(II)に参加致しました｡

当社は.ワ インドカートリッジ.活 性炭カートリッジ､純 水製

造装置､各 種フィルタハウジング等を製造･販 売をしておりま

す｡本 講座は.当 社の業務に関わりが有る為､参 考になると

期待し参加致しましたが､多 数の出席者(約70名)を 目にし.

この基礎講座の注 醤度が高い事を理解いたしました｡

第一の講演は松本教授による｢液体清澄化技術概論(1)一

微粒子分離の基礎一｣でアカデミックな内容であり.粒子の分

離方法(3方 式)の基礎式を体系付けて説明して頂きました｡

これらの理論が確立されているとは言え.ま だ実際のろ過で

は実験によるところがあり､改めてろ過技術の難しさを感じま

した｡逆 に言えば､ろ 過技衛の更なる発展が期待できるので

はないでしょうか｡現 在この概論を読み返して復習をしている

ところです｡

第二の講演は､㈱ トーケミの佐藤氏による｢砂ろ過技術｣で

した｡緩 速ろ過法.急 速ろ過法の原理や構造の説明.そ れ

ぞれの特長や欠点が理解でき,ア ンスラサイトによる複層ろ

過(二 層ろ過)と深層ろ過との諸データーの比較がグラフによ

り表示され.よ り一層理解度が高まりました｡ろ 過技術の中で

砂ろ過法は最もポピュラーな技術の一つであり.この砂ろ過

法を理解することは､清 澄化技術全般を理解する早道なの

ではないかと､常 日頃感じておりました｡

第三の講演は､日 本錬水㈱梅 田氏による｢イオン交換技

術｣で した｡講 演は.樹 脂の製法や構造･種 類の説明､使 用

法や使用例､そ して最近の新規開発樹脂の説明などで初心

者でも分かり易い講演内容でした｡巌 た､添 付資料も分かり

易いものでした｡

第四の講演は武田薬品工業㈱の竹内氏による｢活性炭吸

着技術｣で した｡昨 今､環 境破壊が深刻化していて､人 類を

始めとするあらゆる生物に対して脅威となっております.こ れ

らの環境破壊は人類の責任である事は言うまでもありません

が.環 境破壊を食い止めるのも､環 境を浄化するのも人類の

責務ではないでしdうか｡こ の講演の副題には｢最 近の動向｣

とあります.活 性炭は環境浄化には欠かせない存在であるが

ゆえに.最 近の動向が注 目されるのではないかと思います｡

そして.今 後も益 々注欝を浴びると思われます.わ が社も活

性炭吸着技術を更に活用し.地 球環境に優しい物作りを員

指したいものです｡最 後の講演は｢膜 カートリッジ式ろ過｣で.

講演者は 日本ポール㈱の佐藤氏.三 浦氏でした､講 演はカ

ートリッジ式ろ過の定義 ､原 理と基礎的なものから始まり.ろ

材タイプ毎にろ過の仕組や使用法等をビジュアル化した資

料で説明をして頂きました｡常 々思っていましたが,定 義や用

語の統一化がまだされていません｡近 い将一来.実現する事を

強く期待致します｡

全ての講演:が終わると.会 場を変えて技術交流会が行わ

れ3s名 以上の方が参加されました｡仕 事後のビールがお

いしい事はわかってい竃したが､勉 強後のビールもおいしいも

のです.日 頃お世話になっている企業の方.以 前行われた

本工業会のセミナーで知り合った方,今 回知り合った方々と

意見交換や情報 交換ができ大変有意義な時間を過ごせま

した.技 術交流会では日本液体清澄化技術工業会のパンフ

レットが配布されました｡益 々.会 員が増えているとの事で喜

ばしい事です.産 業界でろ過技術は､あ まり目立つ存在では

ないかもしれません.また.目 立っ存在ではいけないのかもし

れません｡しかし､環 境汚染防止の観点からみれば.ろ 過技

術はなくてはならないでしょう｡次 世代に美しい地球を残す為､

ろ過に携わる技術者の一人として更に努力をしようと心に決

め交流会の会場を後にしました｡

〈㈱新菱フィルテック 廣木 正明〉



LifeCyclePerspect呈ve(LCP)と はQ晶､サ ービスや

事業活動を資源の採掘から廃棄に至るまでのライフサイクル

を通じて評価する視点です｡具 体的には環境面の評価を行

うLCAb済 面の評価を行うライフサイクルコスト分析.事 業

活動の環境面の評価を行う環境パフォーマンス評価､環 境

会計などを含みます｡こ れらの手法の多くは､近 年関心が高

まり,開発普及が進み,互SOの 場で国際標準として手法が確

立しつつあるものです｡今 後､普 及が進めば.政 府調達や､

民間でのグリーン調達を通じてビジネスには不可欠なツール

になると考えられています｡

これらの手法の特徴は,個 別の企業の枠や,短 期 的な収

益のみを見るのではなく､企 業のマネジメントの対象範囲と

考えられていなかった部分蜜でを対象としていることです｡自

社の製造行程だけでなく.製 品のライフサイクルを通じて環

境への影響を評価したり(LCA)a境 規制値のみを目標と

するのではなく､事 業活動の環境影響の改善を目標として

行う環境パフォ～マンス評価､事 業活動の環 境対策の費用

対効果を分析したり,事 業活動の環境影 響を会計に取り入

れようとする環境会計､ライフサイクルコスト分析も同様です｡

なぜこのような手法が必要とされるのでしょう?法 律を守る

ことのみを条件として短期利益を追及する企業と比べて不

利にならないでしょうか?図1に 対策技衛の環境影響と企業

の短期的利益で対策技術を分類しました｡環 境に良くなく､

損失も生じる第3象 限は問題外です｡

環境に良く､利 益も上がる第1象 限はことさら環境を問題と

しなくても企業活動として追及されてゆく領域であってこのよ

うな技術･対 策はあまりないと考えがちですが､現 実には省エ

ネルギーや､廃 棄物削減対策､水 使用量の削減などで大き

な改善ポテンシャルがある場合が珍しくありません｡原 因は企

業内で適切なコスト管理がなされていないことです.プ ロセス

の変更や.改 修を重ねた場合には数十パ…セントの省エネル

ギーの余地がある場合もあります｡流 通業の店舗設計の場合

には施設設計が土地設備費の合計額としての一定の枠を意

識して行われることが多く,運転時の費用を考慮せずに決め

られるため省エネルギー設備は導入されないことがあります｡こ

の様な場合には､ライフサイクルコスト分析が有効です｡

短期の利益は生むが,環 境には良くない第4象 阪は､環 境

に特に配慮しない通 常の事業活動が 当てはまります｡環 境

問題のこれまでの歴史を見る限り､環境規制は強まることは

あっても緩和されることはないと考えられますから､この領域

の技術に頼っていると近い将 来end℃f-pipe型 の技Pをx

入 せざ るを得 な くなります｡中 長 期 的 にはc翌ea簸er

technobgyに しておいたほうが良かったということになりそ

うです｡

環境には良いが.短 期的には損失となるような第2象 限に

ついては､近 年とくに大企業において対 策が進んでいます｡

これは､中 長期的に見たときに環境問題の重要性が増すと

判断しているからです｡ま た､環 境対策の進んでいる企業に

投資するエコファンドの運用成績が､S&Pの 指数よりもかなり

良いという実績からも投資家も同様に判断していることがわ

かります｡こ の領域の技術評価などにはLCA､企 業の管理に

対しては環境パフォーマンス評価(EPA)d境 会計などの手

法が有効です｡

LCP分 科会では､こ れらのライフサイクル的見方を持った

手法を調査概究し､液 体清澄化技術への適用を目指します

し1ねCyc睡 跨rs辮 醜総 分科会のテーマ

⑱製品やサービスのライフサイクル的な評価 法のサーベ イ

○ライフサイクルアセスメント(LCA>

○ライフサイクルコスト分析

○環境パフォーマンス評価(EPA>

○環境会計

○その他

⑱液体清澄化技術にとって最も適切な評価法の検討

⑭具体的な例についての評価

○廃棄物研究財団のプロジェクト

臨毎Cycl㊧ 馳r$鷲 翻騰 分藩馨会で得られる情報･スキル･メリット

㊧内外のLCA調 査研究に関する動向

㊥業界､関 係官庁の最新動向

㊥対象とする手法を使いこなせるようになる

⑲本工業会の関連分野でのデファクトスタンダードに影 響を及

ぼすことができます く東京水産大学 石川 雅紀〉



綜式会社セイシン企藁
セイシン企業は､粉 粒体の単位操作(計 測､粉 砕.分 級､

造粒､混 合等)を 中心に30年 余りにわたって企業活動を行

って家いりま:した｡更 に最近では粉粒体 加工技術を駆使し､

環境保護の立場に立ったP鷺丁ボトルのリサイクル事業に､ま:

た.高 齢化社会に対応した健康食品事業にと.新 規事業に

もチャレンジしております｡弊 社の業務は､清 澄化技術の中

心でもある凝集･沈 澱分離､ろ 過分離､膜 分離等には直接

関わってはおりません.し かしその周辺分野ではろ材(ろ 過

砂)や 分離前の濁り､あるいは分離後の粒子数及び粒度分

布を計測するための計測器機をはじめとして,分 離 材料の

開発･製 造に必要な粉砕器機のいわゆる周辺器機をご利用

頁いております｡言 わば.液 体と粉粒は常に隣合わせの関

係にある訳です｡弊 社 は今後とも工業会の会員の皆 様と,

より親密な交流に努め､エ ンドユーザーが求める新しい液体

清澄化製品の開発にも新規事業としてチャレンジしたいと考

えております｡そ して清澄化工業会がますます発展されま

す様,そ の一翼を担うべく努力する所存です｡

(西田 芳博)

     ち   ル う   お

栂化賊工業株式会祉
当社の膜関連事業は.限 外ろ過膜(UF)及 び精密ろ過

膜(MF).イ オン交換膜,電 池セパレーター､人 工腎臓,ウ

ィルス除去膜など多岐に亘っていますが.液 体 清澄化に関

連する膜事業として.以 下のA8つの膜事業を紹介し蒙す｡

韓UFモ ジュール&シ ステム:内 外層に緻密なスキン層を有

す｢ダ ブルスキン5層 構造｣と 呼ばれる中空糸膜､半 導体

(超純水製造)､自 動車(電 着塗料回収〉､医療･発 酵･食 品

分野(酵 素濃縮やパイロジェンフリー水製造〉など多くの基

幹産業で用いられております｡

②MFモ ジュール&シ ステム:UF膜 の技術と経験を生かし

開発したクロスフローろ過が可能な中空糸状MF膜｡発 酵分

野での菌体分離､上 下水道の除濁･除 菌.半 導体,原 子力

分野などで用いられております.

g}塩･脱 塩用イオン交換膜&シ ステム:食 塩&飲 料水製

造,食 品分野などでの電気透析システム｡尚.弊 社は膜関

連事業の拡大を加速するため､一 昨年｢膜･シ ステムセンタ

ー｣を設置 ｡全 社の膜 関連技術の集約と相乗効果を図るこ

とにより､個 別の膜要 素技術にとらわれないトータルなろ過

/分 離システムの提供を目指しております｡(福 田 博久)

三 菱 レイヨン･エ ンジニアリング《株 〉

当社は,欝75年 に三菱レイヨン(株)のプラント建設､運 転

管理技衛を受け継いで設立された総合エンジニアリング会

社です､1

会社設立当初より､環境保全､リ サイクル問題に取り組み.

廃棄物処理･リサイクルプラント､生 ゴミコンポスト化設備､

廃プラスチック減容化設備などの開発･普 及 に注力してい

ます｡

特に膜分離技術を利用した水設備では,水 道浄水処理.

病院用無菌純水製造設備を始め.中 水道水処理､膜 分離

活性汚泥法による産 業排水.生 活排水処理など純水製造

から排水処理に至る様々なシステムを開発しています.

液体 満澄化は.こ れら水処理の基本をなす 技締であり､

工業会とともに技術開発･普 及に努めていく考えです｡

《岡田 実)

セ  ロ ド   へ れ  

賦 畿フィル ター･ジ ャパン綜 武金 拙
弊社は199年4月 にUSフ ィルター･コーポレーシ灘ンの

日本法人として設立され蜜した｡前 身の日本メムテック(株)

は1987年 の創立以来.ユ ニークな逆洗機構を持った精密

ろ過膜装置である｢M鷺MCORjを 主力商品としてろ過技術

の最 先端を歩んで来ました､嚇EMCORjは 初号機納入

以来約Q(基 を数え,小 規模のワイン.疑 本酒の清澄ろ過

から大型の工場排水のろ過まで多岐にわたり使用されており

ます0方､U｡S.フ ィルター全体の売上規模は惑千億 円ほど

ですが､最 近フランスのコングリマ蓄ル トであるビベンディの

3下 に入り
､水 処理関係だけでもCEGと 合わせ1兆5千 億

円の水処理会社になり衷した｡こ れらUふ フィルター各社の

数ある商品群の中から.幽V凝 ず.α)1璽 臨◎一CA轡 をご紹介

します､

｣一惚 ず は乾燥機能付のフィルタープレスでA空 状態で

加熱することで含水率を!驚まで下げることができますR

は電気再生式の連続式純水装置で.再 生薬贔を使用しな

いで純水が製造できる､環 境に優しいこれからの純水装置

ですaは ガス中のH2Sを 使い捨て型の触媒を使

用しないで除去できる､運 転経費が極端に安く.環境に優し

い装置です.U｡Sフ ィルター･ジ ャパンはこれら世界のグル

ープ各社の優れた商品の国内への窓 ロとして.皆 様のお役

に立ちたいと考えております｡(三 浦 邦夫)



平成z:年 度の第2回 理事会が去るP月1日 の15時 から8

名の理事の出席の下に開催された｡ま ず事務局から会計報

告として､平 成10年a月 から今年G月 まで(第3四 半期まで)

の一般会計収支と特別会計(事 業会計)収 支報告書の内

容説明が行われ､会 員の動 向として東京水産大学の石川

助教授が協力会員に加わったことが報告された｡引 き続い

て､各 委員会の運営と活動方針について担当理事からの報

告にしたがって議事が進められた｡

広報婁員会からは『LFP1紹 介パンフレット｣の内容につい

ての承認議案が提出されたが､異 議もなく印刷にかかること

が承認された｡そ の完成を待って展示場に一小間を申請し

て会員拡大の活動を行うことについての議案は､そ の効果を

疑問視する意見が多く幹事会に差し戻された｡ま た工業会

のホームページの開設について､そ の開設および維持管理

の費用を会が負担することは基 本的に承認された｡し かし.

費用の負担に関してインターネットの利用に消極的な会員を

同じレベルで扱う訳にはいかないため,ア ンケートを実施して

希望する会員には年会費とは別にインターネット費用を負担

してもらう結論に達した｡さ らに｡維 持管理の具体化､ア クセ

スの方法､会 員間のリンクの方法等は今後幹事会､広 報委

員会での具体的検討をすることになる｡

行事委 鰻会からは､8月 開催の｢液 体清澄化技術基礎講

座(⑳｣に ついての内容と参加費に関する議案を提出された

が異議なく承認された｡

翻際交流婁員会からは当面の課題である来年5月 のアヘ

マ視察のスケジュール案の発表があり､さらに詳細なスケジ

ュール､費 用や宿泊形態等を委員会で検討する旨の報告

があった｡

技術婁員会の議案として,規 格 標 準化を具体的に進め

るグループとして技術委員会とは独立した形の規格･標 準

委員会を創設する件が提出され.規 格･標 準化担 当の野尻

理事から委員会設立についての主旨説明が行われた｡規 格･

標準化は当会設立の大きな 目的である認識から､この件は

満場一致で承認された｡

幹事会に関しては､会 活動の強化のため､定 款第C条1

項の(2)の 幹事定数e名 以上1(名 以内を､10名 以上20名

以内にする改定案を総会に諮りたい旨の動議が松本代表

幹事から出され､異 議なく承認された｡

定時総会の開催は1◎月14日(木)に ヨコハマプラザホテ

ルで開催し､記 念講演は例年どおりa題とすることが決定さ

れた｡役 員改選人事については次回の検討課題となった｡

幹事会や委 員会において､理 事会での決議承認事項の検

討期間を予定する際､理 事会開催 日が固定していることが

望ましいと言う意見が多数あるため､定 例理事会は毎年2月

(初旬)､6月c..月(中 旬〉に開催することが決定された(尚､

今年の10月 は定時総会を控えていることもあり.理 事･幹 事

合同会議として9月29日(水)に 開催することを決定した｡

最後に.関 西地域の企業参加意識の高揚のため､関 西

での行事の企画について､日 下副会長を中心に進めること

を決定し､17時50分 閉会した｡〈 事務局 矢野〉

当工業会では℃9年 秋期見学･講 演会を下記のように予

定しております｡ふ るってご参加ください｡

騒 時:ノ99年11月e日(火>1◎;G◎ ～.<13◎

内容･場 所:

見学㈲ 膜分離活性汚泥法実用化試験および処理場

(下水道事業団浸漬膜テスト)

於 埼玉県流域下水道中川終末処理場

見学㈹ 日立プラント建設(株)松 戸研究所

講演会 膜を用いた水処理技術4題(4社)

於 日立プラント建設(株)松 戸研究所

披術交流会

新入会 員 推薦会員

騒泉(株)(一 般 会 員)(株)マ キ ノ

麓廣川産業･技 術翻究所(個 人 会 員)松 本 代表幹事

退会会員

賢 株)ク ボタ(一 般 会 員)

烈 株 〉エンバ イシス(一 般 会 員)

ニュースレターも9号 となり､節 目の14号 にあと一歩とな町

ました､記 事 内容を初期のものと比べてみますと,最 近の当

工業会の活動が活発化していることを反映して.よ り踏み込

んだものに変わりつつあります｡工 業会の情報誌としての役

目をより一層充実させるよう､編 集部一同努力していく所存

でありますので､期 待してください｡

編集/発 行:臼 本液体満澄化技術工業会 広報委愚会
佐断1横 浜市芦塚難上矢部町禦 ◎7愚
丁旺L(◎ 轟5)鋭 ト 噛s337(e)鱗3一 騒45◎


